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学校教育目標  
・やさしい子    〒３５０－１３１５狭山市北入曽９８０ 

 ・よく考える子                        ℡ ０４－２９５８－２７１８ 
 ・がんばる子                         Fax０４－２９５８－２７１９  
 
 
 新年度にあたって 

                                         校長 加藤 仁 

 
 昨年度に引き続き、入間野小学校でお世話になることになりました。また、ここで仕事ができることをたいへ

んうれしく思っています。４月５日に新６年生が新年度の準備のために学校に集まってくれました。ほとんどの

児童が、春休み中にもかかわらず集まってくれ、一生懸命仕事をしてくれました。やはり、学校は子どもたちが

いないと始まらないと感じました。 
さて、年度の初めなので、学校教育目標 ①やさしい子 ②よく考える子 ③がんばる子 について、改めて

その目指す具体的な意味を以下に述べます。 
「やさしい子」が意味するのは、友達にやさしい言葉をかけられるようなことだけにとどまらず、善悪を判断

してルールがきちんと守れることを基本的な理念としています。ですから、時には、いけないことをしている児

童に気づいたとき、勇気をもって、いけないとか、やってはいけないとか、だめ！とかを相手に毅然と言えるよ

うな、真のやさしさ、思いやりを目指しています。また、男女仲よく、相手の気持ちを考えて行動できる児童を

目指しています。 
「よく考える子」はまず、他人の話をしっかり聞く、その上で自分の考えと比較したり、自分の考えを表現し

たりできることを目指しています。また、物事に対して疑問や課題を持てる子。そして、それを解決しようとい

う意思を持ち、根気強く問題や課題をよく考え解決する子を目指しています。 
「がんばる子」は一生懸命に仕事をする子。何ごとにも前向きに明るく元気な子。さらにくじけず、あきらめ

ない子を目指しています。小学校のうちにしっかり仕事をすることに充実感を感じられる児童に育っていれば、

社会に出たとき、どれほど自分に有利になるか・・・と思っています。 
話は変わりますが、保護者の方々や地域の方々が小学校で読んだ本で、思い出に残っている本にはどんなもの

があるでしょうか。私は、父が寝物語に話してくれた、「耳なし芳一」や「かんだた」のことを覚えています。

そして、その話を改めて、「耳なし芳一」「蜘蛛の糸」という本で読んだ時の感動をよく覚えています。学校の図

書室にもある「シートン動物記」のなかの特に「オオカミ王ロボ」は夢中で読んだことをはっきりと覚えていま

す。私の中では、小学生の時読んだ本、ベスト１です。本校の児童は、今、どんな本を読んでいるのでしょうか。

知っていますか？また、保護者の皆様にはどんな本が印象深く残っているのでしょうか。それから、私が若いと

きにお世話になった校長先生で、たいへんな読書家がいらっしゃいました。その先生には「太郎さん」「次郎さ

ん」「三郎さん」を読みなさいと言われました。太郎さんとは、司馬遼太郎。次郎さんは新田次郎。三郎さんは

城山三郎。司馬遼太郎の本の中では「坂の上の雲」秋山真之や正岡子規の生き方は、自分が壁に当たった時、ど

うすればよいか教えてくれるような気持ちになります。新田次郎の本では「孤高の人」が忘れられません。城山

三郎は「雄気堂々」がよかったですね。これらの本は、お父さん方が読まれるとよいのではと思います。 
本校の児童たち一人ひとりが、大人になって、小学校の時読んだ本、ベスト３くらいを言えて、その本が、生

きる上での何らかの参考となるようなものになっていてほしいなと願っています。 

めざす学校像 
「みんなが元気で明るい

きれいな学校」 



 ４月５日準備登校の様子 

 
 人事異動について                 新年度学級担任等 
   

校 長 加藤 仁 教 頭 日下部 和史 
教務主任 福島 一章 音楽・算数 江田 美恵子 
算数・書写等 中島 信久 １年１組 小島 由美子 
１年２組 新井 あけみ １年３組 渡邉 孝子 
２年１組 賀田 雅子 ２年２組 伊藤 由美 
３年１組 遠藤 幸枝 ３年２組 石井 有香 
４年１組 奥富 茂子 ４年２組 金子 大樹 
４年３組 丸泉 早苗 ５年１組 小山 勝美 
５年２組 鈴木 里沙 ５年３組 小峰 悦子 
６年１組 岩瀬 直樹 ６年２組 関口 大作 
６年３組 荒幡 知絵 養護教諭：榎本 久子 
事務：小暮 勝弘  鈴木 久美子  青木 美知代 
支援員：永井 和枝  熊谷 さやか  佐藤 文隆 

英語支援：田中 直子  吉野 さゆり        

校務： 楢原 五郎  白川 ふじ子    
給食：小坂 善美  平田 千代美  菅野 京子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 

 
 
 

 
 

転入等職員 

奥富 茂子  教諭  狭山市立山王小学校より 
新井 あけみ 教諭   〃  柏原小学校より 
関口 大作  教諭   〃  笹井小学校より 
金子 大樹  教諭   〃  南小学校より 
鈴木 里沙  教諭  新採用 
賀田 雅子  教諭  新採用 
小暮 勝弘  事務主幹 復職    

転出・退職等職員 

坂本 保子 教諭   退職 
岡田 俊久 教諭   狭山市立富士見小学校へ 
増子 友美 教諭    〃  富士見小学校へ 
中川 雅之 教諭    〃  南小学校へ  
矢島 由希 支援員  退職  
小林 知恵 教諭   産休 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 桜の花の頃 

 
 武田 鉄矢さんが歌った「贈る言葉」の３番は以下のようです。～これから始まる 暮らしの中で 誰かが

あなたを 愛するでしょう  だけど私ほど あなたのことを  深く愛した ヤツはいない～ 
この歌詞は、私たち教員の気持ちを、的確につかんでいると思います。特に、本校を去って行った職員は、

このような気持ちを強くしたと思います。子どもたちが自分の手から離れていくのですから・・・・。異動や

退職が決まる３月と、新年度の４月は、別れのつらさを実感するものです。 
それでも、それぞれの先生方は新たな夢や希望を見出し、新しいステージで輝き始めていることでしょう。

本校に残った私たちも、新しい目標のもと、その達成に向け新たな気持ちで頑張る気持ちになったところです。

桜の花を見ると、新しいスイッチが入るのでしょうか？ 


